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1. はじめに 

私たちが第 3 クウォーターで使用した

janus オンラインインタプリタのインタフ

ェースは、見れば使い方が直感的にわかる

ようになっていた。これに対し、現在使用さ

れている R-WHILE オンラインインタプリ

タのインタフェースは、janus オンラインイ

ンタプリタのそれと比べるとボタンが文字

のみで色などがない等使いやすいものでは

なかった。R-WHILEオンラインインタプリ

タを広く活用していくためには、インタフ

ェースの改善が必要であった。 

2. 問題の発見 

オンラインインタプリタを改善するにあ

たり問題の対象となるのは、R-WHILEオン

ラインインタプリタのユーザである。初め

に私たちは、彼らが望む解決されるべき課

題を janus オンラインインタプリタと比較

しながら考えた。 

janus オンラインインタプリタの場合、

run（実行ボタン）などには色とアイコンが

ついており、ボタンを押せば何が起こるの

かをユーザがおおむね判断できるようにな

っていた。さらに、プログラムの入力から、

実行、結果の閲覧に至るまでユーザは画面

をスクロールする必要はなく、すべて最初

の画面で操作を完結できるという一覧性が

持たせられていた。対して、R-WHILE には

これらの機能はなかった。よって、今回の課

題で改善すべきことを、視覚的に見やすく

する点、一覧性を持たせる点の二つに決定

した。 

3. 解決案の立案 

現在使われている R-WHILE オンライン

インタプリタは HTML のみで書かれたも

のである。よって、見栄えを改善するには、

これに CSS などを導入すればよい。この案

には、既存のものを直接改善することで、一

から作るという手間を省けるという利点が

ある。また、作成しなければいけないのは見

た目の改善だけであり内部の計算機能など

は考えなくてもよい。これらは、今回の課題

のように限られた時間でものを完成させる

ことに適しており、私たちはこの案を採用

することにした。 

4. 代替案の立案 

前述したもの以外の案として、ほかのオ

ンラインインタプリタのソースコードを参

考にして、R-WHILEが正しく動くよう書き

換えることがある。この方法は、前述した案

と既存のものを改善するという点では同じ

であるが、例えば、janus オンラインインタ

プリタのコードを書き換えるとすると

janus の入力は一つだけであり、対して R-



WHIEL は二つである。そのため、入力フォ

ームを増やすということに加えて、デザイ

ンの変更、さらに、javascript の書き換えな

ど膨大な作業が必要であり現実的ではない。 

次に、専用のアプリを新たに作成すると

いう案がある。しかしこの案は、すべてを一

から作ることになり、さらに、R-WHILE の

制御も把握しなくてはいけなくなるため現

実的ではない。 

5. 実装 

R-WHILE オンラインインタプリタに

Bootstrap と ace を導入し見た目を改善し

た。 

Bootstrap は、twitter 社が開発した Web

アプリケーションフレームワークである。

あらかじめスタイルが定義されており、利

用者はそれらを参照しながら Web ページ

を作ることでCSSを記述する手間を省くこ

とができる。今回の課題では、この

Bootstrap にある様々な機能の中で、グリッ

ドシステムやナビゲーションバーなどを利

用した。これらによって、視覚性が向上した

ことに加え、画面をスクロールする必要が

なくなったため、一覧性を持たせられた。 

ace は、Web サイトに埋め込み可能なコ

ードエディタであり javascript で記述され

ている。GitHub よりソースをダウンロード

し自分のサイトに組み込むだけで、シンタ

ックスハイライトやコード折り畳み機能を

持ったコードエディタを実装することがで

きる。これを用いることで、プログラミング

する際のテキストエディタの視覚性が向上

した。 

作成した成果物は GitHub の横山研究室

(https://github.com/yokoyama-lab/) に ア

ップロードされている。 

6. 今後の課題 

シンタックスハイライト機能を追加した

が、R-WHILE 専用ではなく C 言語用のも

のを改造した形になっている。そのため、期

待通りの動きをしないなどの問題が発生し

ている。また、実行結果はページ遷移せずプ

ログラムと同じ画面に表示させることを目

標にしていたのだが、時間の関係上見送ら

ざるを得なかった。このため、完全な一覧性

を達成できたとは言えなかった。 

7. おわりに 

最初に課題として挙げられた、視覚的に

見やすくし、一覧性を持たせるということ

は Bootstrap と ace を用いることでほぼ改

善された。前述した課題は残っているもの

の、おおむね満足な結果だといえるだろう。 
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